
鳥
取
県
が
目
指
す
産
業
構
造
の�

改
革
と
構
築

　

２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
の
確
定
値
に
よ
る
と
、

２
０
１
５
年
の
前
回
調
査
時
と
比
べ
、
鳥
取
県
の
人

口
は
約
２
万
人
減
少（
減
少
率
３
・
５
％
）し
、
減
少

数
、
減
少
率
と
も
に
１
９
２
０
年
の
調
査
開
始
以
来

最
大
と
な
り
、
人
口
減
少
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
る

結
果
と
な
っ
た
。

　

鳥
取
県
は
「
鳥
取
県
産
業
振
興
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、「
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
」「
電
気
機

械
」
な
ど
の
基
幹
的
も
の
づ
く
り
産
業
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
「
観
光
」「
食
品
」
産
業
、
地
域
独
自

の
技
術
を
活
用
し
た
「
バ
イ
オ
・
創
薬
」「
自
動

車
・
航
空
機
」「
医
療
機
器
」
分
野
の
企
業
集
積
を

通
し
て
、
技
術
開
発
・
製
品
化
・
販
路
開
拓
等
の
支

援
を
展
開
し
、
多
軸
型
の
産
業
構
造
の
構
築
を
進
め

て
い
る
。

　

東
京
一
極
集
中
が
進
む
中
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、

過
密
リ
ス
ク
の
少
な
い
地
方
へ
の
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）拠
点
整
備
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
確
保
の

た
め
の
内
製
化
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
た
国
内
回
帰
、
リ
モ
ー
ト

環
境
整
備
に
伴
う
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
な

ど
、
地
方
へ
の
リ
ス
ク
分
散
を
目
指
す
動
き
が
加
速

し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
企
業
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
地
と
し
て
、
鳥
取
県
の

可
能
性
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

将
来
的
に
人
手
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
等
に
よ

る
生
産
性
向
上
や
、
人
材
の
多
様
性
を
活
か
し
た
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
鳥

取
県
に
は
、
国
か
ら
地
域
選
定
さ
れ
、
２
０
１
７
年

に
県
内
産
学
官
関
係
者
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
と
っ
と

り
Ｄ
Ｘ
ラ
ボ（
と
っ
と
り
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
）」
が
あ

る
。
農
林
水
産
業
、
観
光
、
医
療
・
福
祉
等
の
様
々

な
分
野
へ
専
門
家
を
派
遣
し
、「
地
域
課
題
の
解
決
」

「
各
産
業
分
野
の
生
産
性
向
上
」「
新
サ
ー
ビ
ス
・
商

品
開
発
」「
人
材
育
成
」
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

経
営
層
の
意
識
改
革
を
促
す
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
企
業
内
実
装
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
に
は
、「
と
っ
と
り
働
き
方

改
革
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
労
働
法
の
改
正

に
伴
う
育
児
・
介
護
休
業
制
度
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
対

応
し
た
職
場
環
境
の
整
備
、
Ｉ
Ｔ
導
入
や
人
材
育
成

に
よ
る
「
生
産
性
向
上
」
な
ど
、
企
業
の
働
き
方
改

革
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
、
多
様
な
人
材
の
活

躍
推
進
を
支
援
し
て
い
る
。

鳥
取
県
経
営
者
協
会
会
長
／
鳥
取
銀
行
会
長

宮みやざ
き﨑
正まさひ

こ彦

２
０
２
２
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
て

─�
地
方
の
視
点
か
ら
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特集 ポストコロナに向けて、
労使協働で持続的成長に結びつくSociety 5.0の実現

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

の
活
動

　

私
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）「
一

般
社
団
法
人
麒
麟
の
ま
ち
観
光
局
」
の
理
事
長
を

し
て
い
る
。
こ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
国
が
定
め
る
「
重

点
支
援
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
に
認
定
さ
れ
、
鳥
取
県
と
兵
庫

県
北
部
の
１
市
６
町
村
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
圏
域
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
こ

の
地
域
は
古
く
か
ら
歴
史
や
文
化
、
経
済
、
生
活

圏
を
共
有
し
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
中
国
山

地
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
と
山
海
の
幸
に
恵
ま

れ
て
い
る
。「
麒き

麟り
ん

獅じ

子し

舞ま
い

」
は
こ
の
地
域
に
伝で
ん

播ぱ

し
て
い
る
民
俗
文
化
財
で
あ
る
。
霊
獣
・
麒
麟

が
息
づ
く
こ
の
地
域
を
「
麒
麟
の
ま
ち
」
と
呼
び
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具

体
的
な
活
動
と
し
て
は
、「
鳥
取
砂
丘
」
を
最
大

限
活
用
し
た
観
光
消
費
拡
大
、
地
域
の
魅
力
あ
る

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

展
開
、
自
然
を
活
用
し
た
体
験
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ

ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
展
開
、
地
域
の
誇
る
食

材
の
活
用
に
よ
る
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
地
域

の
魅
力
の
情
報
発
信
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
こ

の
地
域
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
と

な
る
よ
う
、「
地
域
に
根
差
し
、
地
域
が
稼
ぐ
仕

組
み
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
事
業
を
通
じ

て
地
域
資
源
の
価
値
を
引
き
出
し
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、

地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
後
の
経
済
・
社
会
構
造
を
見
据
え
た
う
え

で
、
鳥
取
県
の
経
済
、
産
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め

に
は
、
多
軸
型
産
業
構
造
の
競
争
力
維
持
・
強
化
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
営
層
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
の
解
消
、
若
者
の
県
内
定
着
、
各
産

業
分
野
の
人
材
育
成
、
持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
構
築
、
販
路
開
拓
、
生
産
性
の
向
上
な
ど
多

く
の
課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
０
２
２
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に�

向
け
て

「
民
間
主
要
企
業
春
季
賃
上
げ
要
求
・
妥
結
状
況
」

（
厚
生
労
働
省
）に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
春
季
労
使

交
渉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
逆
風
と
な
り
、
賃
上
げ
率
は

８
年
ぶ
り
に
２
％
台
を
割
り
込
ん
だ
。
賃
金
引
き
上

げ
モ
メ
ン
タ
ム
の
認
識
は
政
労
使
で
共
通
し
て
い
る

が
、
経
営
環
境
の
悪
化
を
背
景
に
、
使
用
者
側
の
賃

上
げ
へ
の
慎
重
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

岸
田
文
雄
首
相
は
２
０
２
２
年
の
春
闘
で
、「
業

績
や
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
回
復
し
た
企
業
に
つ
い
て
、

新
し
い
資
本
主
義
の
起
動
に
ふ
さ
わ
し
い
３
％
を
超

え
る
賃
上
げ
へ
の
期
待
」
を
、「
新
し
い
資
本
主
義

実
現
会
議
」
で
発
言
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
業
種
・
企
業
間

の
業
績
の
バ
ラ
ツ
キ
が
拡
大
す
る
中
で
は
、
賃
金
決

定
の
大
原
則
に
基
づ
き
、
自
社
の
支
払
い
能
力
を
踏

ま
え
、
適
切
な
総
額
人
件
費
管
理
の
も
と
、
労
使
協

議
を
経
て
賃
金
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

企
業
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
と
比
較
し
て
、

手
元
流
動
性
は
高
い
水
準
に
あ
り
、
収
益
堅
調
な
企

業
も
多
く
存
在
し
、
内
部
留
保
も
膨
張
し
て
お
り
、

雇
用
維
持
の
た
め
の
賃
金
抑
制
を
す
る
合
理
的
な
根

拠
に
乏
し
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
地
方
の
中
小
企
業

等
に
そ
れ
が
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
か
。

　

鳥
取
県
で
は
、
企
業
の
99
・
８
％
は
中
小
企
業
で

あ
り
、
85
％
は
小
規
模
事
業
者
が
占
め
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
雇
用
維
持
の
補
助
金
申
請
を
行

い
、
金
融
機
関
へ
の
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
相
談
に
追

わ
れ
て
い
る
経
営
者
も
少
な
く
な
い
。
県
内
の
中
小

企
業
は
、
２
次
下
請
け
、
３
次
下
請
け
企
業
も
多
く
、

加
工
賃
で
事
業
経
営
を
し
て
い
る
。
発
注
企
業
が
取

引
条
件
の
改
善
を
し
な
い
限
り
、
賃
上
げ
に
応
じ
ら

れ
な
い
と
い
う
厳
し
い
実
情
が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
人
件
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
て
、

非
正
規
雇
用
者
の
採
用
が
進
ん
で
い
た
。
今
後
は
同

一
労
働
同
一
賃
金
、
無
期
転
換
の
促
進
、
高
齢
者
再

雇
用
、
社
会
保
険
の
加
入
対
象
拡
大
な
ど
、
非
正
規

雇
用
者
の
労
働
契
約
の
改
正
は
、
人
件
費
コ
ス
ト
を

押
し
上
げ
る
要
因
と
な
る
た
め
、
人
件
費
構
造
、
収

益
構
造
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
２
０
２
１
年
に
引
き
続
き
コ

ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い
春
季
労
使
交
渉
と
な
る
が
、
難

局
を
乗
り
越
え
る
た
め
労
使
一
体
と
な
り
、
自
社
の

経
営
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
お
互
い
の
立
場
を
尊

重
し
、
真
摯
な
交
渉
に
よ
る
結
論
を
導
き
出
す
こ
と

が
大
原
則
で
あ
る
。
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